
和和気気ああいいああいいとと
写写真真をを学学ぶぶ

２月１９日に梅野記念絵画館で開かれた「初心者　２月１９日に梅野記念絵画館で開かれた「初心者
のための写真講座」の１コマです。ふるさとの美のための写真講座」の１コマです。ふるさとの美
しい瞬間を自分の手で撮りたいと市内から集まっしい瞬間を自分の手で撮りたいと市内から集まっ
た２０名の参加者は、講師の指導を受けてベストた２０名の参加者は、講師の指導を受けてベスト
ショットの撮り方を探っていました。ショットの撮り方を探っていました。

● 国民年金―ライフスタイルが変わったら届け出を（２～３）
● 卒園おめでとう（４～５）

３３３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月月月号号号号号号号号号号号号号号号号３月号
№23№23
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国
民
年
金
―
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
ら
届
け
出
を

　

会
社
の
転
勤
・
退
職
や
卒
入
学

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
生
活
の
ス
タ

イ
ル
が
変
わ
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

生
活
の
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
る
と

国
民
年
金
の
届
け
出
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
を

し
な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
、
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
会
社
等
で
は
国
民
年

金
へ
の
加
入
・
脱
退
の
手
続
き
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
ご
自
分

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

届
け
出
に
は
年
金
手
帳
の
ほ
か

に
添
付
書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
届
け
出
先

の
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●問い合わせ先　市役所市民課国保年金係　�62―1111（内線1231）

保険料のお知らせ
●平成18年4月から
　平成19年3月まで
　の国民年金保険料は
　月額    13,860円、
　年額166,320円
　です。
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とうみ

収入がなく保険料が納められないときは

「学生納付特例」の申請を！
　学生本人の所得が118万円以下の場合、市の国民年金窓口に申請し
社会保険事務所で承認を受けると、4月から翌年3月まで保険料の納付
が猶予され、その期間の保険料は10年以内なら後から納めることがで
きます（追納）。
※各種学校の学生は、修業年限が１年以上の課程に在学していれば対象

となります。

※夜間部、定時制課程、通信制課程の学生も対象となります。

◎手続きにご持参いただくもの
①学生証（コピー可。有効期限のある
面もコピーしてください。）または在
学証明書
②年金手帳
③印かん（本人が署名する場合は不要）

申請は毎年必要です

Q 学生納付特例、若年者納付猶予、保険料免除の承認を受けた
場合と、保険料を未納にした場合の違いはありますか？

A 次のとおり異なります。

後から保険料を
納めることは

障害基礎年金や遺族基礎
年金を受けとるときは

受け取る
老齢基礎年金は

老齢基礎年金を受ける
ための資格期間には

 １０年以内なら納めることが
できます

保険料を納めたときと同じ
扱いとなります

年金額に反映されません
（１０年以内に保険料を納
　　めると反映されます）受給資格期間に入ります

学生納付特例

若年者納付猶予

年金額の３分の１が反映さ
れます全　額　免　除

保険料の半額を納めると受
給資格期間に入ります

保険料の半額を納めると年金
額に３分の２が反映されます

保険料の半額を納めると受
給資格期間にはいります半　額　免　除

２年を過ぎると納めること
ができません

年金を受けられない場合も
あります年金額に反映されません受給資格期間に入りません未　　　　　納

３年目以降は当時の保険
料に法律で定められた加
算金が付きます ）（

　

県
内
７
か
所
の
社
会
保
険
事
務

所
（
東
御
市
で
は
小
諸
社
会
保
険

事
務
所
が
最
寄
り
で
す
）
と
長
野

年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の

と
お
り
年
金
相
談
の
予
約
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
予
約
方
法
】

　

予
約
は
、
相
談
希
望
日
の
一
か

月
前
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　

電
話
ま
た
は
窓
口
で
、
社
会
保

険
事
務
所
の
年
金
給
付
課
ま
た
は

長
野
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
あ
て
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
相
談
者

氏
名
・
住
所
・
予
約
（
相
談
希
望
）

日
時
・
相
談
内
容
等
を
お
伺
い
し

ま
す
。

◇
予
約
受
付
時
間
◇

午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時
ま

３０

で
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

【
予
約
（
相
談
希
望
日
時
）】

　

各
曜
日
の
相
談
時
間
帯
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
翌
火
曜

日
）
…
午
前
８
時　

分
か
ら
午

３０

後
６
時　

分
ま
で

３０

○
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
…
午
前
８

時　

分
か
ら
午
後
４
時　

分
ま

３０

３０

で

○
第
２
土
曜
日
…
午
前
９
時　

分
３０

か
ら
午
後
４
時
ま
で

（
注
）
予
約
（
相
談
希
望
）
日
時

は
、　

分
間
隔
で
お
申
し
込
み

３０

く
だ
さ
い
。

【
予
約
制
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
予
約
な
し
で
も
、
従
来
ど
お
り

年
金
相
談
は
で
き
ま
す
。

○
予
約
時
間
に
お
越
し
に
な
れ
な

く
な
っ
た
時
は
、
必
ず
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
予
約
（
相
談
希
望
）
日
時
に
つ

い
て
は
予
約
状
況
に
よ
り
、
ご

希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
が
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

小
諸
社
会
保
険
事
務
所

　

�
０
２
６
７
―　

―
１
０
８
０

２２

　

長
野
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

　

�
０
２
６
―
２
２
６
―
８
５
８
０

　

市
役
所
市
民
課
国
保
年
金
係

　

�　

―
１
１
１
１

６２

　
　

（
内
線
１
２
３
１
）

 

年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金
相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談
のののののののののの
予予予予予予予予予予
約約約約約約約約約約
をををををををををを

 
年
金
相
談
の
予
約
を

受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけ
付付付付付付付付付付
けけけけけけけけけけ
てててててててててて
いいいいいいいいいい
まままままままままま
すすすすすすすすすす

　
　
　

受
け
付
け
て
い
ま
す
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卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめででででででででででででででででででででででででででででででででととととととととととととととととととととととととととととととととうううううううううううううううううううううううううううううううう卒園おめでとう
この３月に市内各保育園・幼稚園で卒園するおともだち　この３月に市内各保育園・幼稚園で卒園するおともだち

は合わせて303名です。（２月２１日現在、市子育て支援課は合わせて303名です。（２月２１日現在、市子育て支援課

調べ）卒園する不安がちょっぴり、小学校への希望がたく調べ）卒園する不安がちょっぴり、小学校への希望がたく

さん…そんなみなさんの元気な姿をご紹介します。さん…そんなみなさんの元気な姿をご紹介します。

滋
野
保
育
園

　久保村園長先生から
　「思いやりの心を忘れないで、自分の夢に向かっ
てはばたいてください。」

祢
津
保
育
園

　関園長先生から
　「『ありがとう』の気持ちを忘れずに、夢にむかっ
てはばたいてくださいね。」

東
保
育
園

　小池園長先生から
　「お友だちをたくさん作り、優しい心を忘れない
で楽しい学校生活を送ってくださいね。」

海
野
保
育
園

　関園長先生から
　「いつまでもなかよしでいようね。」

和
保
育
園

　寺島園長先生から
　「おともだちといっしょにいろんなこと力いっぱ
いがんばってね！」

西
部
保
育
園

　岩田園長先生から
　「思いやりの気持ちを持てる優しさと、自分の考
えを伝えられる強い心を持とうね。」
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とうみ

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららららららららららはははははははははははははははははははははははははははははははは１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生４月からは１年生
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななななななななななななな大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大ききききききききききききききききききききききききききききききききくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくははははははははははははははははははははははははははははははははばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！  みんな大きくはばたけ！

田
中
保
育
園

　阿部園長先生から
　「『温かい心』を持ち続け、夢に向かって大きくはばたい
てください。」

中
央
保
育
園

　小宮山園長先生から
　「お友達をおもいやる気持ちと最後までがんばる
気持ちを忘れずにね！」

御
牧
原
保
育
園

　田丸園長先生から
　「優しさを忘れずに。たくさんのお友だちをつ
くってください。」

く
る
み
幼
稚
園

　柳沢園長先生から
　「みあげてごらんよくるみの木　はっぱがよんでいる　手をふっ
てあかるくげんきになるように　みんなが大きくなるように」

  みんな元気に！
　　　　もうすぐ一年生

再　放　送放　送　日園名（放送順）

3月16日（木）3月1日（水）祢津保育園

3月17日（金）3月2日（木）田中保育園

3月18日（土）3月3日（金）西部保育園

3月15日（水）3月4日（土）くるみ幼稚園

3月21日（火）3月6日（月）和 保 育 園

3月20日（月）3月7日（火）海野保育園

3月22日（水）3月10日（金）東 保 育 園

3月23日（木）3月11日（土）滋野保育園

3月24日（金）3月13日（月）御牧原保育園

3月25日（土）3月14日（火）中央保育園

放送時刻は、12時30分、17時30分、21時30
分のいずれも1日3回です。

園　　　　　　名放　送　日

田中保育園・滋野保育園
東保育園・祢津保育園
中央保育園

3月15日（水）

西部保育園・海野保育園
くるみ幼稚園・和保育園
御牧原保育園

3月16日（木）

放送時刻は、6時、10時、14時、18時、22時
両日とも放送時間2時間

園　　　　　　名放　送　日

田中保育園・滋野保育園
東保育園・祢津保育園
中央保育園

3月28日（火）

西部保育園・海野保育園
くるみ幼稚園・和保育園
御牧原保育園

3月29日（水）

放送時刻は、当日19時30分、22時、
　　　　　　翌日６時30分、10時、
　　　　　　　　12時30分、15時

◇オフトーク3チャンネル放送日◇

◇上田ケーブルビジョン3チャンネル放送日◇

◇みまきケーブルテレビ1チャンネル放送日◇
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誕生日おめでとう！（3 月生まれ）

 堀  田 　 航 希   くん（祢津南）
ほっ た こう き

（1歳、H17.3.13生）

　航ちゃん、１才のお誕生日おめでと

う。いろいろな事が出来るようになっ

てきて、毎日楽しいネ。これからもあせ

らずのんびり大きくなっていこうネ。

 田  中 　 天 空   くん（田沢）
た なか そ ら

（1歳、H17.3.12生）

　１歳の誕生日おめでとう！１日１日

ビックリする程成長している天空をみ

ていると幸せになるよ�明日も元気に

大きくなあれ。

 安  川 　華   ちゃん（大日向）
やす かわ はな

（1歳、H17.3.24生）

　お誕生日おめでとう！華の笑顔はみ

んなを元気にしてくれるよ。この頃は

いろんなことが出来るようになって驚

きの連続です。これからもいっぱい食

べて、いっぱい遊んでのびのび元気に

育ってね。

 井  出 　　葵
い で

   くん（日向が丘）
あおい

（1歳、H17.3.23生）

　１歳のお誕生日おめでとう！いたず

ら好きのあー君これからも元気にのび

のびと育ってね�

 古  田 　 力 斗   くん（西海野）
ふる た りき と

（1歳、H17.3.26生）

　力斗お誕生日おめでとう！力斗の笑

顔で家族みんなが和みます。お姉ちゃ

ん達には負けない丈夫で元気な子に

育ってね！

 川  上 　 悠 紀   くん（伊勢原）
かわ かみ ゆう き

（3歳、H15.3.27生）

　４月からいよいよ入園♪最初のうち

は泣いちゃうのかな？（ママが�）立

派なトーマスになれるよう、頑張れ！

☆募集します!!☆
（対象者４月生まれの３歳まで）

 
福
祉
施
設
と
の

　
　

交
流
を
と
お
し
て

　

祢
津
保
育
園
の
あ
る
袮
津
地
区

は
、
大
日
堂
、
建
事
神
社
、
日
吉

神
社
な
ど
神
社
仏
閣
が
多
く
、
歴

史
を
感
じ
る
地
域
で
す
。
ま
た
、

城
山
な
ど
園
の
北
側
の
山
々
は
春

や
夏
の
緑
、
秋
の
紅
葉
が
美
し
く
、

園
児
の
散
歩
コ
ー
ス
で
も
あ
り
ま

す
。
豊
か
な
自
然
と
良
い
環
境
に

囲
ま
れ
た
袮
津
保
育
園
の
周
り
に

は
、
た
く
さ
ん
の
福
祉
施
設
が
あ

り
ま
す
。

　

ち
い
さ
が
た
の
家
、
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
等
の
老
人
施
設
に
は
、
子

ど
も
た
ち
が
時
々
お
邪
魔
し
て
歌

を
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
肩
た
た
き

を
し
た
り
、
時
に
は
手
作
り
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
交
流
に
出
か

け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
お
隣
の
共
同
作
業
所
の
皆

さ
ん
と
は
、
散
歩
の
行
き
帰
り
に

必
ず
挨
拶
を
交
わ
し
、
施
設
内
に

お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
一

緒
に
手
遊
び
を
し
た
り
仕
事
内
容

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
た
七
夕
ま
つ
り
や

ひ
な
祭
り
会
に
は
皆
さ
ん
を
園
に

招
待
し
て
、
会
食
を
し
た
り
一
緒

に
歌
っ
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
て
親
交

を
深
め
て
い
ま
す
。

　

２
月
３
日
の
節
分
に
は
、
年
長

児
が
訪
れ
、
作
業
所
の
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
大
き
な
声
で
「
鬼
は
そ

と
」
「
福
は
う
ち
」
と
豆
ま
き
を

し
て
厄
を
は
ら
い
、
福
を
招
き
入

れ
、
病
気
や
け
が
を
せ
ず
、
今
年

一
年
無
事
で
過
ご
せ
る
よ
う
願
い

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
交
流
を
と
お
し
、
地

域
の
皆
さ
ん
や
い
ろ
い
ろ
な
人
と

の
ふ
れ
あ
い
の
中
か
ら
、
思
い
や

り
の
気
持

ち
が
育
ち
、

心
豊
か
な

祢
津
っ
子

に
育
っ
て

欲
し
い
と

願
っ
て
い

ま
す
。

写真・住所・氏名・TEL・コメント５０字程度を添えて企画課広報担当までお送りくださ
い。締め切りは、3月13日（月）必着。
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とうみ

　

（
略
）
親
を
捨
て
、
兄
姉
の
縁
を

切
っ
て
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
弟

は
、
相
手
方
に
と
っ
て
は
頼
も
し

い
、
自
分
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ

て
く
れ
る
夫
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
さ
れ
た
父
母
を
毎
日

み
て
い
る
私
と
し
ま
し
て
は
、
い

た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に
な
っ
て

く
る
の
で
す
。

　

幼
い
頃
は
病
気
ば
か
り
し
て
、

親
に
一
番
心
配
を
か
け
た
弟
が
、

い
と
も
簡
単
（
弟
に
と
っ
て
は
、

た
い
へ
ん
な
心
の
葛
藤
が
あ
っ
た

と
は
思
い
ま
す
が
）
に
好
き
な
女

性
の
為
に
す
べ
て
を
捨
て
て
行
っ

て
し
ま
う
と
は
、
親
の
心
中
は
ど

ん
な
も
の
か
と
察
す
る
に
余
り
あ

り
ま
す
。
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た

者
は
、
田
舎
の
い
や
な
こ
と
か
ら

は
遠
ざ
か
れ
ま
す
が
、
残
さ
れ
た

者
は
、
そ
れ
を
す
べ
て
か
ぶ
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
人
の
人
間
と
し
て
考
え
た
と

き
、
弟
の
と
っ
た
態
度
は
、
人
間

と
し
て
立
派
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
が
、「
世
間
」
と
い
う
大
き
な
壁

は
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
け
ど
打
ち

や
ぶ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
私

な
ど
に
、
差
別
を
さ
れ
て
い
る
方

の
心
の
痛
み
な
ど
、
こ
れ
っ
ぽ
っ

ち
も
わ
か
ろ
う
は
ず
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ま
た
一
方
で
は
、
差
別
と

い
う
名
の
も
と
で
苦
し
ん
で
い
る

親
、
兄
姉
も
い
る
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

（
略
）　
　
　

（
京
都
府　

主
婦
）

　

２
月
に
掲
載
し
た
文
の
方
と
は

ち
が
っ
て
、
逆
の
立
場
の
方
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

前
回
は
、
や
さ
し
い
主
人
と
め

ぐ
り
あ
っ
て
ふ
る
さ
と
を
捨
て
た

主
婦
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
そ

の
ふ
る
さ
と
へ
行
き
た
い
と
い
う

と
き
の
心
の
葛
藤
。
今
回
は
、
親

も
兄
姉
も
ふ
る
さ
と
も
捨
て
て
都

会
に
消
え
て
行
っ
た
弟
を
う
ら
む

姉
の
声
。
し
か
し
、
弟
の
結
婚
を

認
め
な
か
っ
た
こ
と
が
部
落
差
別

だ
と
い
う
事
に
気
づ
い
て
い
ま
せ

ん
。
差
別
を
受
け
る
側
も
差
別
を

す
る
側
も
被
害
者
に
な
っ
て
い
く

こ
の
問
題
を
ど
う
解
決
し
て
い
く

べ
き
で
し
ょ
う
か
。

○ 
男
子
１
・
２
年

　

●
軽
量
級
…
③
太
田
聡
（
田
小
）
●
中
量
級
…

①
羽
柴
敦
樹
（
滋
小
）
③
花
岡
遼
太
（
田
小
）

　

●
重
量
級
…
①
小
林
耀
平
（
祢
小
）
③
若
林
民

基
（
滋
小
）

○ 
男
子
３
・
４
年

　

●
軽
量
級
…
③
宮
森
映
瑠
（
田
小
）・
田
中
晃

司
（
和
小
）
●
中
量
級
…
①
松
林
輝
親
（
田

小
）
②
花
岡
大
志
（
田
小
）
●
重
量
級
…
②

福
島
仁
紀
（
和
小
）

○
男
子
５
・
６
年

　

●
軽
量
級
…
②
濱
田
翔
（
田
小
）
●
軽
中
量
級

　
　

…
①
東
鉄
也
（
田
小
）
②
斉
藤
雄
高
（
祢
小
）

　

●
中
量
級
…
①
宮
森
奎
成
（
田
小
）
③
渋
谷
亮

　
　

太
（
田
小
）・
田
中
祐
希
（
和
小
）

○ 
女
子
１
・
２
年

　

●
軽
量
級
…
①
上
原
万
智
子
（
田
小
）
③
友
野

　
　

葵
（
祢
小
）

○
女
子
５
・
６
年

　

●
軽
量
級
…
③
坂
口
仁
美
（
田
小
）
●
重
量
級

…
①
福
島
布
美
夏
（
和
小
）
③
小
山
由
香

（
田
小
）

【
第　

回
長
野
県
少
年
少
女
柔
道
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

１０

　

大
会
】
H　

・
７
上
田
市

１７

・
少
年
の
部　

小
学
校
（
以
下
同
）
２
年
…
①
小

林
耀
平
（
祢
小
）
３
年
…
③
小
川
隼
矢
（
和
小
）

４
年
…
③
松
林
輝
親
（
田
小
）

・
少
女
の
部　

５
年
…
②
小
山
由
香
（
田
小
）
６

年
…
③
福
島
布
美
夏
（
和
小
）

  
第
２
回

  
東
御
市
柔
道
体
重
別
交
流
試
合
結
果

（
H　

・
２
・
５
中
央
公
園
武
道
館　

名
参
加

１８

１７０

　

東
御
市
の
成
績
上
位
者
を
掲
載
。
囲
み
数
字

　

は
順
位
）

　

１
月　

日
、
峯
村
豪
さ
ん
（
上
田
西
高
３
年
）
と
峯

２４

村
友
子
さ
ん
（
東
部
中
３
年
）
が
市
役
所
を
訪
れ
、
土

屋
市
長
ら
に
ス
キ
ー
県
大
会
の
結
果
と
兄
妹
そ
ろ
っ
て

の
全
国
大
会
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

兄
の
豪
さ
ん
は
１
月　

日
、
志
賀
高
原
で
行
わ
れ
た

１８

県
大
会
の
回
転
で
７
位
に
入
賞
、
妹
の
友
子
さ
ん
は
翌

　

日
、
回
転
で
同
じ
く
７
位
に
入
賞
。
二
人
そ
ろ
っ
て

１９全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

市
長
が
「
湯
の
丸
高
原
で
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
積
み
重

ね
て
き
た
練
習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
県
内
の
強
豪
に
分
け
入
っ
て
の
全
国
大
会
は
素
晴

ら
し
い
。
全
国
大
会
も
が
ん
ば
っ
て
」
と
兄
妹
を
激
励
。

関
係
者
か
ら
祝
福
を
受
け
た
豪
さ
ん
は
「
県
の
代
表
に

選
ば
れ
た
こ
と
は
う
れ
し
い
で
す
。
全
国
大
会
で
も

し
っ
か
り
と
し
た
滑
り
を
し
た
い
」
と
話
し
、
友
子
さ

ん
は
「
結
果
は
ぎ
り
ぎ
り
だ
っ
た
の
で
す
が
全
国
大
会

に
行
か
れ
る
な
ん
て
夢
の
よ
う
。
が
ん
ば
り
ま
す
」
と

心
強
く
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

豪
さ
ん
の
全

国
大
会
は
１
月

　

日
〜
２
月
７

３１日
ま
で
秋
田
県

鹿
野
市
で
、
友

子
さ
ん
の
全
国

大
会
は
２
月
５

日
〜
８
日
ま
で

新
潟
県
妙
高
市

で
行
わ
れ
て
健

闘
し
ま
し
た
。

 
兄
妹
で
つ
か
ん
だ

　
　
　

ス
キ
ー
全
国
大
会

▲市長と固い握手を交わす峯村豪さん・友子さん
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東
部
中
学
校
２
学
年
で
は
、

２
月
２
日
に
大
人
に
向
か
っ
て

踏
み
出
す
節
目
と
し
て
「
立
志

の
会
」を
行
い
ま
し
た
。　

代
表

の
一
人
の
作
文
で
す
。

 
今
の
自
分
・

　

こ
れ
か
ら
の
自
分

　
　
　
　

東
部
中
学
校
二
年

　
 
高  
見  
沢 　
 
心 　

た
か 

み 

ざ
わ 

し
ん

　
　
　
    　

（
中
屋
敷
）  

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
元
気

で
す
か
。
僕
は
元
気
で
す
。
冬
場

は
心
臓
に
負
担
が
か
か
る
た
め
家

で
勉
強
し
て
い
ま
す
。
今
日
は
立

志
の
会
と
い
う
こ
と
で
二
年
三
組

を
代
表
し
て
作
文
を
発
表
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
知
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
僕
は
生
ま
れ
つ
き
の

心
臓
病
で
す
。
な
の
で
体
力
を
必

要
と
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
ま
り

で
き
ま
せ
ん
し
生
活
も
制
限
さ
れ

ま
す
。
で
す
が
僕
は
こ
の
東
部
中

学
校
が
と
て
も
好
き
で
す
。
わ
い

わ
い
が
や
が
や
声
が
聞
こ
え
る
学

校
。
シ
ー
ン
と
し
て
静
か
な
学
校
。

み
ん
な
の
声
が
す
る
学
校
。
そ
ん

な
雰
囲
気
が
大
好
き
で
す
。
で
も

学
校
へ
思
う
よ
う
に
い
け
ず
イ
ラ

イ
ラ
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
こ
の
病
気
と
は
一
生

つ
き
あ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
辛
い
こ
と
や
我
慢
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
に
何
度

も
入
院
を
く
り
か
え
し
て
き
ま
し

た
。

　

で
も
、
こ
ん
な
僕
に
も
大
き
な

夢
が
あ
り
ま
す
。
大
好
き
な
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の

開
発
や
、
家
電
製
品
の
開
発
す
る

職
業
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
接
客
を
し
て
、
商

品
の
説
明
や
、
売
り
込
み
も
し
て

み
た
い
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
と

接
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夢
と
同
時
に
体
の
こ
と
を

一
番
大
切
に
し
て
無
理
を
す
る
こ

と
な
く
一
歩
一
歩
前
進
し
て
行
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
、
僕
は
挑
戦
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

生
き
て
い
く
た
め
に
嫌
い
な
も
の

を
無
く
そ
う
と
「
食
べ
る
」
こ
と

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
に

と
っ
て
「
食
べ
る
」
こ
と
は
あ
た

り
ま
え
の
こ
と
で
す
が
、
僕
は
、

今
ま
で
ほ
と
ん
ど
苦
手
な
物
ば
か

り
で
、
何
も
食
べ
よ
う
と
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
す
が
、
こ
の
二
年

生
で
田
貝
先
生
に
、
食
べ
る
大
切

さ
に
つ
い
て
、
多
く
の
こ
と
を
教

え
て
も
ら
い
学
び
ま
し
た
。
要
は

気
持
ち
の
問
題
で
し
た
。
自
分
の

体
を
薬
に
任
せ
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
の
体
は
、
自
分
で
良
く
し
よ

う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
人
と
の
接

し
方
や
、
話
し
方
に
も
気
を
つ
け

て
い
ま
す
。
今
ま
で
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
、
こ
こ
ま

で
や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
僕
は
こ
ん
な
大
切
な
命
を
自

分
か
ら
絶
つ
よ
う
な
こ
と
は
絶
対

に
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、

今
度
は
、
僕
が
少
し
で
も
人
に
勇

気
や
元
気
が
与
え
ら
れ
る
、
そ
ん

な
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　

春
に
ま
た
み
ん
な
に
会
え
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

 
も
ち
つ
き
大
会
を

　
　
　
　

経
験
し
て

　
　
　

祢
津
小
学
校

五
年　
 
坂  
口 　
 
加 
緯
   
　

さ
か 
ぐ
ち 

か 

い

　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
町
）

　

先
日
、
も
ち
つ
き
大
会
が
あ
り

ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
が
、
田
ん
ぼ

を
貸
し
て
も
ら
っ
て
作
っ
た
大
切

な
も
ち
米
で
も
ち
を
作
り
ま
し
た
。

ぼ
く
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
き
ね
と
う
す
で
も
ち
を
つ

い
た
事
で
す
。
友
達
と
力
を
合
わ

せ
て
速
い
リ
ズ
ム
で
も
ち
を
つ
け

て
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
う
い
う
伝

統
行
事
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

 
楽
し
か
っ
た

　
　

も
ち
つ
き
大
会

　
　
　

祢
津
小
学
校

五
年　
 
須  
田 　
 
洋 
敬
   
　

す 

だ 

ひ
ろ 
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　

（
伊
勢
原
）

　

学
校
で
も
ち
つ
き
を
し
ま
し
た
。

き
ね
と
う
す
で
や
り
ま
し
た
。

　

全
員
で
つ
い
た
も
ち
は
、
ね
ば

り
が
強
か
っ
た
で
す
。
蒸
し
た
米

粒
が
だ
ん
だ
ん
つ
ぶ
れ
て
、
白
く

ま
ん
ま
る
し
た
球
の
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

う
す
か
ら
ほ
ん
わ
か
と
湯
気
が

立
ち
、
そ
の
も
ち
を
食
べ
や
す
い

大
き
さ
に
ち
ぎ
っ
て
も
ら
い
、
ご

ま
、
あ
ん
こ
、
き
な
こ
の
味
付
け

を
し
ま
し
た
。
ど
れ
も
お
い
し

か
っ
た
け
ど
、
ご
ま
が
、
一
番
お

い
し
か
っ
た
で
す
。

▲ビデオで発表する高見沢さん
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とうみ

　

相
原
泰
昭
さ
ん
（
島
川
原
）
は
昭
和　
１１

年
生
ま
れ
の　

歳
。
今
年
は
島
川
原
区
の

６９

区
長
を
務
め
て
い
る
。
相
原
さ
ん
に
は
も

う
一
つ
の
顔
が
あ
る
。
上
田
高
校
定
時
制

に
通
う
高
校
生
な
の
だ
。

　

中
学
生
の
時
、
父
親
を
亡
く
し
た
相
原

さ
ん
は
、
そ
の
頃
か
ら
農
業
を
手
伝
っ
て

家
計
を
助
け
た
。
当
時
、
中
学
校
を
卒
業

し
た
若
者
で
高
校
に
行
か
れ
た
の
は
三
分

の
一
程
度
。
相
原
さ
ん
は
全
日
制
に
は
行

か
れ
な
い
状
況
だ
っ
た
が
、
母
を
説
得
し

て
東
部
高
校
の
定
時
制
に
進
ん
だ
。

　

し
か
し
、
農
業
を
し
な
が
ら
通
学
す
る

相
原
さ
ん
の
高
校
生
活
は
、
昭
和　

年
の

２８

東
部
高
校
の
定
時
制
廃
止
と
い
う
形
で
絶

た
れ
て
し
ま
う
。「
や
り
残
し
た
高
校
の

勉
強
を
、
い
つ
か
学
校
に
行
っ
て
や
り
遂

げ
た
い
！
」
こ
の
気
持
ち
を
抱
き
つ
づ
け

て
い
た
。

　

世
の
中
は
戦
後
の
復
興
期
に
入
り
、
多

く
の
農
家
が
兼
業
農
家
へ
と
転
身
。
相
原

さ
ん
も
あ
る
工
場
で
働
き
は
じ
め
た
。
工

場
の
脇
を
高
校
生
が
歩
い
て
い
く
。
定
時

制
高
校
に
通
い
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
時

代
は
高
度
経
済
成
長
期
、
皆
が
朝
か
ら
晩

ま
で
働
く
中
、
一
人
だ
け
中
座
し
て
高
校

へ
行
か
れ
る
わ
け
も
な
か
っ
た
。
工
場
勤

務
を
始
め
て
か
ら
数
年
後
、
作
業
を
す
る

部
門
か
ら
生
産
を
管
理
す
る
部
門
に
異
動
。

「
私
の
知
識
や
判
断
力
、
計
算
力
な
ど
が

必
要
に
な
っ
た
。
中
学
も
あ
ま
り
行
か
れ

な
か
っ
た
私
は
残
念
な
思
い
を
し
ま
し
た

ね
。」と
相
原
さ
ん
は
そ
の
時
の
思
い
を
語

る
。

　

時
は
過
ぎ
、
相
原
さ
ん
は　

歳
で
退
職
。

６２

平
成　

年
４
月
に
旧
東
部
町
で
保
育
キ
ー

１４

そ
し
て
こ
の
３
月
、
彼
ら
と
の
４
年
間
が

終
わ
り
、
万
感
の
思
い
を
胸
に
卒
業
す
る
。

　

相
原
さ
ん
は
、
工
場
勤
務
時
に
出
会
っ

た
あ
る
言
葉
を
座
右
の
銘
と
し
て
い
る
。

詩
人
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
の
「
青
春
」

と
い
う
詩
の
一
節
だ
。

　

『
人
は
信
念
と
共
に
若
く
、
人
は
自
信

　
　

と
共
に
若
く
希
望
あ
る
限
り
若
い
。』

　

相
原
さ
ん
は
若
い
学
生
に
向
け
て
こ
う

話
す
。「
勉
強
は
や
ろ
う
と
思
え
ば
い
つ

で
も
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
大

切
な
の
は
、
勉
強
で
き
る
今
と
い
う
機
会

を
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
学
校
生
活
も
大
変
だ
と
思
い

ま
す
が
、
自
ら
何
で
も
理
解
し
て
や
ろ
う

と
挑
戦
し
て
、
学
ぶ
楽
し
さ
や
う
れ
し
さ

を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ

ば
学
校
の
本
当
の
楽
し
さ
が
分
か
る
で

し
ょ
う
。」

　

区
長
の
相
原
さ
ん
は
、
高
校
で
の
経
験

を
生
か
し
て
生
涯
学
習
な
ど
に
も
取
り
組

み
た
い
と
い
う
。
お
隣
り
の
区
長
さ
ん
は

高
校
生
！
相
原
さ
ん
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら

も
続
く
。

パ
ー
と
し
て
従
事
す
る
傍
ら
、
上
田
高
校

定
時
制
に
念
願
の
入
学
を
果
た
し
た
。　

６５

歳
か
ら
の
挑
戦
で
あ
る
。
昼
は
保
育
園
勤

務
、
夜
は
高
校
で
勉
強
と
い
う
学
生
生
活

が
始
ま
っ
た
。

　

定
時
制
高
校
は
四
年
制
、
同
級
生
は
当

初　

名
で
全
員
が　

歳
未
満
。
相
原
さ
ん

２８

２０

だ
け
年
齢
が
突
出
し
て
い
た
。「
学
校
生

活
は
い
い
こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
。
で
も

勉
強
で
き
る
こ
と
が
う
れ
し
く
て
学
校
が

楽
し
い
ん
で
す
よ
」
と
目
を
輝
か
せ
な
が

ら
話
す
。
夏
休
み
に
は
「
生
活
体
験
文
」

と
い
う
論
文
の
提
出
が
必
須
に
な
っ
て
お

り
、
相
原
さ
ん
は
一
年
生
の
と
き
「
今
、

な
ぜ
学
ぶ
の
か
」
と
題
し
て
、
勉
強
が
で

き
る
喜
び
を
書
き
上
げ
た
。
論
文
に
こ
め

ら
れ
た
思
い
が
審
査
員
に
伝
わ
っ
て
県
大

会
で
１
位
と
な
り
、
全
国
大
会
で
も
大
会

長
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、
若
い
学

生
か
ら
影
響
を
受
け
、
無
心
で
習
い
始
め

た
ピ
ア
ノ
を
学
園
祭
で
発
表
し
、
喝
采
を

受
け
た
。
そ
う
し
た
相
原
さ
ん
の
た
ゆ
ま

な
い
挑
戦
が
若
者
に
ま
た
影
響
を
与
え
る
。

▲自宅の書斎で勉強に励む相原さん

▲松尾祭でピアノ発表

材料（約５０個分）
コンデンスミルク………１缶（３９７ｇ）
バターかマーガリン……大さじ２
バター（皿にぬる分）…適量
チョコレートスプレー…１００ｇ
ココアパウダー…………大さじ２

作り方
●１ 大きめの皿にバターをぬっておく。
●２ なべにコンデンスミルクとココアパ
ウダー、バターを入れ、混ぜ合わせ
る。

●３ よく混ぜながら弱火にかける。なべ

の底から離れるようになるまでよく
混ぜてから①の皿にあける（くっつ
かないようにするため）。

●４ 冷ましてから、おだんごくらいに小
さく丸める。

●５ チョコレー
トスプレー
をまぶし、
１つずつア
ルミケース
に入れてで
きあがり。

ブリガデーロブリガデーロ（チョコレートのお菓子）（チョコレートのお菓子）

Brigadeiro       Brigadeiro
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事
を
し
て
い
ま
し
た
。
驚
い
た
こ

と
に
箸
の
使
い
方
の
う
ま
い
園
児

が
多
い
こ
と
。
し
か
し
、
初
め
は

た
い
が
い
に
ぎ
り
箸
で
、
根
気
よ

く
何
度
も
練
習
し
て
う
ま
く
使
え

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

中
央
保
育
園
と
御
牧
原
保
育
園

で
は
、
み
ん
な
一
緒
の
食
事
で
し

た
。
保
育
士
の
中
に
は
園
児
を
背

負
っ
た
り
抱
い
た
り
の
者
が
い
て
、

大
変
な
体
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

祢
津
保
育
園
で
は
、
年
長
の
ク

ラ
ス
に
行
き
ま
し
た
。
さ
す
が
に

年
長
に
な
り
ま
す
と
落
ち
着
い
て

お
り
、
周
囲
を
汚
す
こ
と
も
な
く
、

時
間
内
に
き
れ
い
に
食
べ
終
わ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た

ち
は
、
あ
た
た
か
い
環
境
の
中
で

す
こ
や
か
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

東
御
市
で
は
、
子
育
て
支
援
を

重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

年
初
か
ら
市
内
の
保
育
園
を
訪
問

し
、
園
児
と
一
緒
に
給
食
を
と
り

な
が
ら
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

未
満
児
の
ク
ラ
ス
か
ら
年
長
児
ク

ラ
ス
ま
で
市
内
８
園
を
訪
問
し
ま

し
た
。
子
育
て
支
援
の
現
場
を
見

る
こ
と
な
く
し
て
、
保
育
や
食
育

の
重
要
性
を
語
れ
な
い
か
ら
で
す
。

　

最
初
訪
れ
た
保
育
園
は
、
田
中

保
育
園
で
、
未
満
児
ク
ラ
ス
。
園

児
一
人
一
人
好
き
な
よ
う
に
遊
ん

で
い
ま
し
た
が
、
先
生
の
「
食
事

の
時
間
で
す
よ
」
の
か
け
声
の
も

と
、
未
満
児
な
り
に
席
に
つ
き
食 №19

環
境
講
演
会
開
催

環
境
を
守
る
意
識
を
高
め
る

赤
峰
勝
人
講
演
会
実

行
委
員
会
が
市
へ
農

機
具
と
書
籍
を
寄
付

 
農
業
振
興
に
活
用
さ
れ
る

　

１
月　

日
、
赤
峰
勝
人
講
演
会

２４

実
行
委
員
会
の
唐
澤
茂
幸
委
員
長

が
市
役
所
を
訪
れ
、
農
機
具
と
農

業
に
関
す
る
書
籍
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
同
実
行
委
員
会
で

は
昨
年
９
月
に
大
分
県
で
循
環
型

農
業
を
実
践
し
て
い
る
赤
峰
勝
人

さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
中
央
公
民

館
で
講
演
会
を
開
き
、
市
内
外
か

ら
大
勢
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

唐
澤
委
員
長
は
「
講
演
会
も
成
功

裏
に
終
わ
り
、
農
業
振
興
の
た
め

に
寄
付
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
ぜ
ひ
役
立
て
て
頂
き
た

い
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

農
機
具
は
新
規
就
農
者
の
実
習
用

と
し
て
、
書
籍
は
市
内
中
学
校
と

市
立
図
書
館
、
東
部
高
校
の
蔵
書

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

２
月　

日
、
東
御
市
環
境
Ｉ
Ｓ

１１

Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
「
環
境

講
演
会
」
が
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
経
済
・
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
で
千
葉
商
科
大
学
政
策
情
報

学
部
教
授
の
三
橋
規
宏
さ
ん
の
講

演
を
聞
こ
う
と
約
２
０
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
東
御
市
環
境
Ｉ
Ｓ

Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
環
境
保
全
を

目
的
と
し
た
市
内　

事
業
所
で
構

１４

成
す
る
組
織
で
す
。

「
環
境
経
営
に
必
要
な
考
え
方
と

そ
の
実
践
〜
環
境
と
経
済
の
両
立

は
可
能
か
〜
」
と
題
さ
れ
た
講
演

で
三
橋
さ
ん
は
「
環
境
破
壊
は
自

然
界
の
能
力
を
超
え
た
過
剰
消

費
・
過
剰
廃
棄
が
原
因
」
と
し
、

高
度
経
済
成
長
期
に
も
て
は
や
さ

れ
た
経
営
理
念
が
地
球
環
境
保
全

の
時
代
に
は
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
。
社
会
が
「
使

い
捨
て
の
文
化
」
か
ら
「
足
る
を

知
る
文
化
」
に
変
化
し
て
き
た
状

況
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
大
量

生
産
か
ら
適
正
生
産
に
切
り
替
え

て
成
長
し
て
い
る
企
業
の
例
や
、

将
来
の
持
続
可
能
な
社
会
を
見
据

え
て
現
在
の
社
会
の
あ
り
方
を
考

察
す
る
と
い
う
考
え
方
（
バ
ッ
ク

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
を
紹
介
し
、

「
時
代
を
変
え
る
た
め
に
は
ま
ず

自
分
が
変
わ
る
」
こ
と
が
大
切
だ

と
話
し
ま
し
た
。
事
業
所
か
ら
集

ま
っ
た
参
加
者
や
市
民
は
、
分
か

り
や
す
い
解
説
に
う
な
ず
き
な
が

ら
こ
れ
か
ら
の
参
考
に
し
よ
う
と

聞
い
て
い
ま
し
た
。

東
御
市
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

事
務
局

　

市
役
所
市
民
課
生
活
環
境
係

　

�　

―
５
８
９
６

６４
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とうみ

◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
お
や
す
み
、
こ
わ
い
夢
を
見
な
い
よ

　

う
に
…
…
…
…
…
角
田　

光
代
・
著

�
銀
嶺
の
果
て
…
…
筒
井　

康
隆
・
著

�
砂
漠
の
薔
薇
…
…
新
堂　

冬
樹
・
著

�
ア
コ
ギ
な
の
か
リ
ッ
パ
な
の
か

　
　
　
　
　
　

…
…
畠
中　
　

恵
・
著

�
た
の
し
い
昔
の
針
仕
事

　
　
　
　

…
…
日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社
・
発

◆
児
童
書

�
ぜ
っ
た
い
に
つ
い
て
い
か
な
い
よ
！

　

（
じ
ぶ
ん
で
じ
ぶ
ん
を
ま
も
ろ
う
）

　
　
　
　
　
　

…
…
嶋
崎　

政
男
・
作

�
ツ
ル
の
大
研
究
…
国
松　

俊
英
・
文

�
ド
ラ
ゴ
ン
は
王
子
さ
ま

　
　
　
　
　
　

…
…
茂
市
久
美
子
・
作

�
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
か
ら
逃
げ
出
せ
！

　
　
　

…
イ
ヴ
・
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
作

�
あ
な
た
を
ず
っ
と
ず
っ
と

　
　
　
　
　
　
　

あ
い
し
て
る

　
　
　
　
　
　

…
…
宮
西　

達
也
・
絵

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

 3月のテーマブック

ともだち～なかま～

�
や
が
て
の
蛍　
　

澤
田
ふ
じ
子
・
著

　

京
の
風
呂
屋
「
梅
乃
湯
」
を
舞
台
に

繰
り
広
げ
ら
れ
る
人
間
模
様
を
、
武
芸

の
達
人
･
猿
投
十
四
郎
と
彼
の
隣
に
住

む
謎
の
按

摩
･
彦
市

を
中
心
に
、

感
情
豊
か

に
描
く
連

作
集
。

�
い
の
ち
の
作
文　

難
病
の
少
女
か
ら

　

の
メ
ッ
セ
ー
ジ　

綾
野
ま
さ
る
・
作

　

瞳
ち
ゃ
ん
は
、
病
床
で
も
好
き
な
絵

を
描
き
続
け
た
。
同
じ
病
院
に
入
院
し

て
い
る
幼
い
子
ど
も
た
ち
に
、
絵
を
描

い
て
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
、「
が
ん
ば

ろ
う
ね
」
と
励
ま
し
て
い
た
…
。
そ
れ

は
、
大
腿
骨
骨
肉
腫
で　

歳
で
命
を
閉

１３

じ
た
少
女
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
今
生
き
て

い
る
こ

と
の
喜

び
と
命

の
大
切

さ
」
を

伝
え
た

か
っ
た

か
ら
。

�
狐
の
振
袖　

ワ
イ
ル
ズ
・
一
美
・
絵

　

山
間
の
一
軒
家
で
ひ
と
り
仕
立
て
屋

を
し
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
。
あ
る
夜
更

け
に
狐
の
母
娘
に
、
娘
の
花
嫁
衣
裳
を

縫
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
る
。
そ
れ
も

明
日
の
日
の
入
り
ま
で
に
と
い
う
。
そ

ん
な
無
理
な

注
文
を
、
職

人
の
意
地
を

か
け
て
縫
い

つ
づ
け
る
お

ば
あ
さ
ん
だ

っ
た
が
…
。

  
図
書
館
発

 
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

●
二
十
一
世
紀
に
生
き
る

　

君
た
ち
へ

コ
ラ
ム

 
た
め
に
な
る
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
７

　 
お
は
な
し
は
ら
っ
ぱ
の

　
　
　
　
　
　
　

皆
さ
ん 

　

２
月
４
日
、
図
書
館
読
書
会
室
で
、
お

は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
お
は

な
し
は
ら
っ
ぱ
」
に
よ
る
お
は
な
し
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

絵
本
の
読
み
語
り
、
紙
芝
居
、
お
手
玉

遊
び
、
工
作
な
ど
、
子
ど
も　

名
と
大
人

１８

　

名
が
参
加
し
て
、
楽
し
い
お
は
な
し
の

１３世
界
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

「
お
は
な
し
は
ら
っ
ぱ
」
は
、
市
立
図
書

館
主
催
の
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
講
座
」

の
修
了
生
有
志
８
名
で
昨
年　

月
に
結
成

１０

さ
れ
ま
し
た
。
会
員
は
、
小
さ
な
お
子
さ

ん
連
れ
の
お
母
さ
ん
も
含
め
た
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
女
性
た
ち
で
す
。

　

第
一
回
の
お
は
な
し
会
を
終
え
て
、
会

の
み
な
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
勉
強
を

重
ね
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

に
お
は
な
し
の
楽
し
い
世
界
を
伝
え
て
い

き
た
い
」
と
意
欲
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
図
書
館
を
舞
台
に
様
々

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

今
後
の
お
は
な
し
会
の
予
定
は
、
市
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

行

事

予

定

 
和
子
ど
も
文
庫
に
よ
る

　

３
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

日
時　

3
月　

日
（
土
）

１８

　
　
　

午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

内
容　

大
型
絵
本
・
大
型
紙
芝
居

　
　
　

「
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
」

　
　
　

「
す
み
っ
こ
の
お
ば
け
」

　
　
　

「
ぐ
る
ん
ぱ
の
よ
う
ち
え
ん
」他

工
作　

「
ゲ
ー
ム
カ
ー
ド
作
り
」

3
月　

日（
金
）は
、
お
は
な
し
会
が
あ

10

り
ま
す

場
所
・
時
間　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー
に
て

　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

対
象
:
就
園
前
の
子
ど
も
さ
ん

3
月
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
さ
び
し
い
、
お
別
れ
の
月
で
も
あ
り
ま
す
ね
。

本
を
読
ん
で
、
ま
わ
り
の
と
も
だ
ち
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

⑪

●
あ
し
た
も  
と
も
だ
ち

●
あ
の
と
き
す
き
に
な
っ

　

た
よ

司
馬　

遼
太
郎：

著

薫　

く
み
こ：

作

飯
野　

和
好：

絵

内
田
麟
太
郎：

作

降
矢　

な
な：

絵
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介護保険法改正介護保険法改正
－要介護認定区分の－要介護認定区分の

見直しによる見直しによる
サービスの変更－サービスの変更－

　介護保険法の改正に伴う介護認定の見

直しにより、４月１日から介護保険サー

ビスを利用する際に要介護認定区分、ケ

アプラン作成、利用できるサービスが変

更になります。（介護保険改正の概要は

市報１２月号に掲載されていますのでご覧

ください）
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在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー在宅介護支援センターイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシショョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンインフォメーション  ⑦

―４月から在宅介護支援センターが　　
　　地域包括支援センターに替わります―
　保健医療の向上及び福祉の増進を支援するため、４月１日から現在の在宅介護支援センターが地域包括支援セ

ンターに替わります。

　地域包括支援センターでは、①介護予防マネジメント　②総合相談支援　③包括的・継続的マネジメント　④

権利擁護支援の事業を実施します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　※マネジメント＝運用・管理を行うこと。
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（（1111））

  
環
境
基
本
計
画
の
作
成
に
向
け
て
…
パ
ー
ト
⑥

　

環
境
審
議
会
の
答
申　

　

「
環
境
市
民
会
議
（
小
西
哉
座

長
・　

名
）」の
委
員
と
と
も
に
意

１９

見
交
換
や
討
議
を
し
な
が
ら
計
画

づ
く
り
を
進
め
て
き
た
「
環
境
基

本
計
画
」
の
素
案
が
先
頃
完
成
し

た
た
め
、
１
月　

日
、
市
長
か
ら

１１

「
環
境
審
議
会（
田
中
長
保
会
長
・

　

名
）」に
審
議
を
し
て
い
た
だ
く

１５た
め
の
諮
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
審
議
会
に
お
い

て
答
申
案
の
協
議
が
行
わ
れ
、
2

月
3
日
、
審
議
会
の
田
中
会
長
と

甘
利
副
会
長
か
ら
市
長
へ
答
申
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
答
申

書
は
、
市
が
今
年
度
作
成
予
定
の

「
環
境
基
本
計
画
」
と
「
一
般
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
」
に
関
す
る

審
議
会
の
意
見
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

　

「
環
境
基
本
計
画
」
は
、
市
の　
１０

年
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
環
境
面
か

ら
具
現
化
し
て
い
く
た
め
の
総
合

的
な
計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
身

の
ま
わ
り
の
あ
ら
ゆ
る
環
境
に
関

わ
る
施
策
を
網
羅
し
て
お
り
、
市

民
・
事
業
者
・
行
政
の
役
割
分
担

を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

項
目
ご
と
に
数
値
目
標
を
設
定
し

市民課  生活環境係
�64－5896

　

こ
の
答
申
書
に
も
と
づ
き
、
市

民
課
で
は
、
最
終
的
な
素
案
を
作

成
し
、
３
月
中
に
計
画
を
決
定
す

る
予
定
で
す
。

　

計
画
内
容
は
、
自
然
環
境
対
策

〜
防
犯
・
防
災
対
策
ま
で
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。
先
人
が
残
し

て
く
れ
た
「
東
御
市
」
の
環
境
を

子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
は
、
市
民
・
事
業
者
・
行

政
が
一
丸
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
将
来
の
地
球
環
境
・
地
域

環
境
た
め
に
み
ん
な
で
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
！

　

今
後
、
具
体
的
な
内
容
を
市
報

等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

て
お
り
、
環
境
改
善
の
度
合
い
が

数
値
で
わ
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、「
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
」
は
、
と
り
わ
け
ご
み
処

理
に
つ
い
て
の
計
画
で
、
現
状
を

ま
と
め
て　

年
後
の
状
況
を
予
想

１０

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
整
理
す
る
と
と

も
に
、
目
標
値
を
設
定
し
ご
み
の

減
量
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

答
申
書
で
は
、
こ
れ
ら
の
計
画

に
対
し
て
、
決
め
ら
れ
た
事
が
着

実
に
実
行
で
き
る
よ
う
、
ま
ず
は

市
民
の
環
境
に
関
す
る
意
識
を
高

め
る
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

を
要
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

民
が
わ
か
り
や
す
く
取
組
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
周
知
方
法
の
検

討
も
必
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
実
行
性
の
あ
る
計
画
に
す

る
た
め
、
施
策
の
進
行
管
理
（
計

画
ど
お
り
実
施
し
て
い
る
か
を
管

理
す
る
こ
と
）
を
き
ち
ん
と
行
う

仕
組
み
づ
く
り
の
必
要
性
も
強
調

し
て
い
ま
す
。

  
ケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケ
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
まままままままままままままままままままままままままままままままま
きききききききききききききききききききききききききききききききき
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発

ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
発

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
ププププププププププププププププププププププププププププププププ
ララララララララララララララララララララララララララララララララ
座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座

   
健
康
増
進
プ
ラ
座 

水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
とととととととととととととととととととととととととととととととと
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康

水
と
健
康 
②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②

  
年
寄
り
「
に
」
冷
や
水

身
体
教
育
医
学
研
究
所　

研
究
主
任　

�
橋　

亮
輔　

　

な
ぜ
人
間
は
水
を
飲
む
の
で
し
ょ

う
か
？
正
解
は
、
喉
が
渇
く
か
ら
で

す
。
実
は
喉
の
渇
き
は
、
か
ら
だ
に

水
分
が
不
足
し
始
め
て
い
る
こ
と
を

知
ら
せ
る
サ
イ
ン
な
の
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
喉
が
渇
く
感
覚
は
、
高
齢

に
な
る
に
つ
れ
、
少
し
ず
つ
遅
く
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
齢
者
は
慢

性
的
な
脱
水
傾
向
に
な
り
や
す
く
、

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
中
に
は
夜

中
に
ト
イ
レ
に
起
き
る
の
が
面
倒
だ

か
ら
と
夕
方
以
降
、
水
分
を
控
え
て

い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。

　

で
は
、
水
分
が
不
足
す
る
と
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
簡
単
に
言
う

と
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な
り
、
血
の

か
た
ま
り
（
血
栓
）
が
で
き
や
す
く

な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
血
管
が
詰

ま
り
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の

病
気
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
危
険

性
が
あ
る
の
で
す
。
自
分
の
足
で
立

っ
て
ト
イ
レ
に
行
け
る
う
ち
は
よ
い

の
で
す
が
、
脳
梗
塞
な
ど
を
起
こ
す

と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
自
分
の
足

で
ト
イ
レ
に
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
血
管
が
詰
ま
る
こ
と
で
引

き
起
こ
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
病
気
は
、

寝
て
い
る
時
間
帯
、
そ
れ
も
明
け
方

に
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
夜
寝
る
前
（
夜
中
ト
イ
レ

に
起
き
て
も
）
や
朝
起
き
た
時
に
は
、

水
分
を
補
給
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

普
段
、
お
茶
を
良
く
飲
ん
で
い
る

か
ら
大
丈
夫
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す

が
、
お
茶
（
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
ウ
ー

ロ
ン
茶
な
ど
）
に
は
カ
フ
ェ
イ
ン
が

入
っ
て
お
り
、
利
尿
作
用
（
か
ら
だ

の
水
分
を
早
く
外
に
出
そ
う
と
す
る

作
用
）
が
あ
る
た
め
、
水
分
不
足
に

な
り
が
ち
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
も
同

様
に
利
尿
作
用
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
喉
を
潤
す
�
と
い
う
考
え
は

大
き
な
間
違
い
で
す
（
ビ
ー
ル
を　
１０

本
飲
む
と　

本
分
の
尿
が
出
る
と
い

１１

わ
れ
る
）。
水
分
補
給
は
、
蛇
口
を

ひ
ね
れ
ば
出
る
水
で
十
分
で
す
。
水

分
不
足
に
よ
っ
て
生
じ
る
弊
害
を
予

防
す
る
た
め
に
も
、
年
寄
り
「
に
」

冷
や
水
と
い
う
考
え
方
は
大
切
な
の

で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

身
体
教
育
医
学
研
究
所

　

�　

―
６
１
４
８

６１
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とうみ

　

電
話
や
訪
問
に
よ
る
悪
質
商
法

の
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
悪
質

業
者
は
あ
の
手
こ
の
手
で
消
費
者

に
近
寄
り
ま
す
。
自
分
は
だ
ま
さ

れ
な
い
…
そ
う
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
だ
ま
れ
な
い
た
め
の
心
得
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

  
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の

　
　
　
　
　
　

心
得
５
か
条

①
は
っ
き
り
断
る

　
　

あ
い
づ
ち
を
打
て
は
、
相
手

の
ペ
ー
ス
に
の
せ
ら
れ
ま
す
。

身
分
と
用
件
を
聞
き
、
必
要
が

な
け
れ
ば
、
最
初
の
電
話
や
訪

問
の
と
き
に
は
っ
き
り
断
り
ま

し
ょ
う
。

②
う
ま
い
話
は
ま
ず
疑
う

　
　

う
ま
い
話
は
そ
う
そ
う
転
が

　

っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
う
っ
か
り

話
し
に
の
っ
て
大
失
敗
…
そ
ん

な
ケ
ー
ス
が
続
発
し
て
い
ま
す
。

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

③
気
軽
に
財
産
の
内
容
を
教
え
な

い

　
　

ふ
と
こ
ろ
具
合
を
た
ず
ね
る

業
者
は
要
注
意
で
す
。
ま
た
、

預
金
通
帳
や
印
鑑
を
見
知
ら
ぬ

 
ス
ト
ッ
プ
！
消
費
者
被
害

 
〜
正
し
い
知
識
で

　
　
 
だ
ま
さ
れ
な
い

　
　
　
　
　

消
費
者
に
〜

市の情報公開制度及び個人情報保護制度の運用状況について
　

条
例
に
基
づ
く
情
報
公
開
等
の
状
況
は
、
平
成　
１６

年
度
に
５
件
、
平
成　

年
度
（
１
月　

日
現
在
）
に

１７

３１

　

件
の
請
求
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
請
求
者
に
公
開
等

１０を
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
情
報
は
原
則
公
開
す
る
」
と
い
う
精
神

に
立
ち
、
よ
り
一
層
市
が
保
有
し
て
い
る
情
報
を
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
開
す
る
と
と
も
に
、
市
の
機

関
が
取
り
扱
っ
て
い
る
個
人
情
報
の
保
護
に
は
、
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
い
き
ま
す
。
現
在
、
市
の
機
関

が
行
っ
て
い
る
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
主
な
事
務
は

左
の
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

情
報
公
開
制
度
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度
に
つ
い

て
、
ご
不
明
な
点
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
せ
先　

総
務
部
総
務
課
総
務
係　
　
　
　

　
　
　
　

�　

－

５
８
７
６

６４

◇情報公開請求及び個人情報の開示請求の状況（1月31日現在）

平成17年度平成16年度

12総　務　課

総　務　部 1企　画　課

1消防防災課

5市　民　課民生福祉部

1建　設　課
産業建設部

11上下水道課

11議　会　事　務　局

105計

◇市で個人情報を取り扱う主な事務

自治推進委員（区長会）名簿、市長表彰総務部総務課

オフトーク通信、ケーブルテレビ総務部企画課

市税等課税台帳総務部税務課

火災、救助等出動報告書、消防団員名簿総務部消防防災課

支所税務窓口事務北御牧総合支所地域振興課

住民票、戸籍、印鑑登録北御牧総合支所市民課

住民票、戸籍、印鑑登録、外国人登録、
国民健康保険、国民年金

民生福祉部市民課

園児名簿、子育て支援センター、児童館民生福祉部子育て支援課

地域改善地区住宅改修資金民生福祉部人権同和政策課

公的扶助、介護保険民生福祉部福祉課

健康管理民生福祉部健康保健課

カルテ、健康診断市民病院

農業関係団体、森林簿産業建設部農政課

事業立地、融資あっせん産業建設部商工観光課

建築確認、景観、屋外広告物、市営住宅産業建設部建設課

下水道分担金、負担金、使用料徴収、
水道料金、手数料徴収

産業建設部上下水道課

公金の支出会計課

学齢簿、教育相談教育委員会教育課

生涯学習講座受講生名簿、成人式名簿、
図書館利用登録

教育委員会生涯学習課

選挙人名簿選挙管理委員会

農地法許可申請、農家台帳農業委員会

議員台帳議会

消
費
者
の
窓

人
に
絶
対
に
渡
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。「
あ
の
人
は
親
切
だ
か

ら
…
」
悪
質
業
者
は
親
切
を
装

　

っ
て
近
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

過
信
は
禁
物
で
す
。

④
署
名
、
押
印
は
う
か
つ
に
し
な

い

　
　

契
約
す
る
と
き
は
、
契
約
書

を
よ
く
読
み
内
容
を
確
か
め
て

か
ら
契
約
し
ま
し
ょ
う
。
契
約

し
た
ら
書
類
を
大
切
に
保
管
し

ま
し
ょ
う
。

⑤
迷
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま

ず
相
談

　
　

契
約
す
る
前
に
家
族
や
友
人

と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
困
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
で
き
る
だ

け
早
く
市
役
所
市
民
課
か
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
ま
ず
相
談
！

市
役
所
市
民
課
生
活
環
境
係

　

�　

―
５
８
９
６

６４

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�　

―
８
５
１
７

２７

警
察
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

県
警
本
部
「
警
察
安
全
相
談
室
」

�
０
２
６
―
２
３
３
―
９
１
１
０

ま
た
は
お
近
く
の
警
察
署
、
交
番
、

駐
在
所
へ
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こちら119（東御消防署）

合　計望月警察署管内上田警察署管内

２１　  ２19　　件　数

２８　  ３２５　　傷　者

  ０　  ０ ０　　死　者

市内交通事故統計　　　　　　　　　　
１月３１日現在（※H18. 1. 1～）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の１月の出動件数＝

火災　４件（４件）　救急 117件（117件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１７年１月平成１8年１月

20.2度（４日） 9.5度（３０日） 最高気温

－13.0度（２日） －12.2度（８日） 最低気温

0.7度　　　　－1.8度　　　　平均気温

78.5％　　　　76.6％　　　　平均湿度

27.0㎜　　　　14.5㎜　　　　降 水 量

 ３月の納税 （納期３月31日）

�国民健康保険税（10期）

�介護保険料（９期）

�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイスススススススススススススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

国民年金保険料は、口座振替や前納がお得です
●保険料の前納を口座振替にすると割引額が増えます

　１８年度分の保険料を前納すると、納付書の場合、１年前

納では１６３,３７０円（２,９５０円割引）、６か月前納では８２,４８０円

（１回あたり６８０円割引）となります。

　口座振替の場合、１年前納では１６２,８３０円（３,４９０円割引）、

6か月前納では８２,２２０円（１回あたり９４０円割引）となります。

　現金払いでの前納は、４月に郵送されてくる納付書で４

月３０日（今年は休日のため５月１日）までに金融機関・郵

便局・コンビニエンスストアまたは社会保険事務所の窓口

でお支払いいただけます。

　口座振替での前納は、平成１８年３月中旬までに金融機

関・郵便局または社会保険事務所への申込みが必要となり

ますので、お早めにお申し込みください。口座振替日は４

月３０日（今年は休日のため５月１日）です。なお、既に口

座振替で前納されている方は、届け出の必要はありません。

●月々の口座振替も早割（当月保険料の当月末引き落とし）

がお得です

　通常の口座振替（例：４月分保険料を５月末引き落とし）

は定額保険料（１３,８６０円）ですが、口座振替を早割（例：

４月分保険料を４月末引き落とし）にすると５０円割引とな

ります。早割を申込みすると、翌月末の初回の口座振替で2か

月分の保険料（従前の保険料と５０円割引された保険料）が

引き落としとなり、その後の保険料が50円割引きとなります。

　なお、現在口座振替をされている方で、振替方法を変更

される場合（例：毎月納付（翌月末振替）を１年前納や早

割にする）は、社会保険事務所にお問い合わせください。

口座振替の申し込みには、年金手帳または納付書、預貯金

通帳、口座届出印が必要です。なお、保険料の半額免除の

承認を受けている方は、通常の口座振替（翌月末振替）の

みとなり、早割及び口座振替の前納は利用できません。

 問い合わせ 
　小諸社会保険事務所　�（0267）22－1080
　市民課国保年金係　　�62－1111（内線1231）

  軽自動車税の手続きは
　　　　３月中に済ませましょう
　軽自動車税は４月１日現在の所有者に１年分課税されます。

よって、４月２日以降に車を廃車した場合でも税金は課税さ

れます。軽自動車の所有者が変更または廃車等となった場合

は、原動機付自転車（１２５cc以下のバイク）、小型特殊自動車、

農耕用作業車等については市役所税務課住民税係または支所

税務係で手続きをしてください。ただし、四輪の軽自動車や

１２６cc以上のバイク等は自家用自動車協会上小支部

（TEL0268-22-0595）、川西支部（TEL0267-53-2531）ま

たは陸運事務所となりますので、ご注意ください。

　手続きに見える際は、必要書類をご確認いただき、ご不明

な点はお気軽にお問い合わせください。なお、４月２日以降

に車を購入した場合は次年度からの課税となります。

　５月に納税通知書を発送すると、「４月１日以前に人に

譲った」「現在使用していないのに届いた」というお問い合

せをいただきますが、こうした場合は手続きをされていない

可能性があります。手続きは３月中に確実に済ませておきま

しょう。　　　　　　　　問い合わせ　税務課�64－5877

東御市社会福祉協議会（１月中の受付分です）

匿　　　名　様 ポータブルトイレ

善 意 を あ り が と う
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こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

保
健
師
で
す 

 永  島 　 美  典  保健師
なが しま み のり

　 
時
代
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
！

　

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
と
言
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

脳
血
管
疾
患
や
心
疾
患
の
予
防
の

た
め
に
、
肥
満
や
高
血
圧
・
高
血
糖
・

高
脂
血
症
を
早
期
発
見
・
改
善
し
よ

う
と
全
国
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

中
、
日
本
内
科
学
会
が
「
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
診
断
基
準
」

を
決
め
、
平
成　

年
4
月
に
公
表
し

１７

ま
し
た
。
そ
の
診
断
基
準
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

【
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

　
　

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
診
断
基
準
】

　

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
あ
り
、
か
つ

①
〜
③
の
中
で
当
て
は
ま
る
も
の
が

2
つ
以
上
あ
る
人
を
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
診
断
し
ま
す
。

○
内
臓
脂
肪
の
蓄
積　

　
　

ウ
エ
ス
ト
周
囲
径

　
　
　

男
性　
 
㎝ 
以
上

８５

　
　
　

女
性　

㎝
以
上

９０

　
　

（
こ
れ
は
内
臓
脂
肪
面
積
が

　
　
　

１
０
０
平
方 
㎝ 
に
相
当
）

※
計
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
立
っ
た

姿
勢
で
息
を
吐
い
て
、
お
へ
そ
の

位
置
で
水
平
に
測
定
（
お
な
か
は

へ
こ
ま
せ
な
い
で
自
然
に
！
）

①
脂
質
異
常
の
あ
る
人

（
�
�
の
い
ず
れ
か
ま
た
は
両
方
）

　

�
脂
肪
1
5
0
㎎
／
�
以
上

　

�
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

㎎
／
�
未
満

40

②
高
血
圧
の
あ
る
人

（
�
�
の
い
ず
れ
か
ま
た
は
両
方
）

　

�
最
高
血
圧
1
3
0
㎜ 　

以
上

Hg

　

�
最
低
血
圧　
 
㎜ 　

以
上

８５

Hg

③
高
血
糖
の
あ
る
人

（
空
腹
時
血
糖
1
1
0 
㎜ 
／
�
以
上
）

　

い
か
が
で
し
た
か
？
病
気
に
な
ら

な
い
た
め
に
、
自
分
の
生
活
や
体
を

見
直
す
こ
と
に
年
齢
は
関
係
あ
り
ま

せ
ん
。
自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま
進
む

こ
れ
ら
の
状
態
は
、
若
い
時
か
ら
意

識
し
て
い
く
こ
と
で
病
気
の
発
症
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
基
準
を
参

考
に
健
診
や
結
果
報
告
会
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
が

な
い
方
や
職
場
で
の
健
診
が
な
い
方

は
市
の
健
診
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

４
月
に
保
健
補
導
員
さ
ん
を
通
し
て

申
込
み
の
取
り
ま
と
め
を
し
ま
す
。

若
い
方
を
は
じ
め
皆
さ
ん
の
申
込
み

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

ご
み
の
収
集
や
処
理
中
に
、
思
い

が
け
な
い
ト
ラ
ブ
ル（
火
災
事
故
等
）

が
た
び
た
び
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
作

業
員
も
細
心
の
注
意
を
心
掛
け
な
が

ら
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
時
に

皆
さ
ん
が
出
さ
れ
る
ご
み
が
原
因
で

事
故
が
起
こ
り
ま
す
。
ご
み
を
出
す

と
き
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
を
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
事
故
は
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

①
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
灯
油

　

灯
油
を
入
れ
た
ま
ま
出
す
と
ス

ト
ー
ブ
内
に
残
っ
た
灯
油
に
引
火
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
付
属
品
の
ス

ポ
イ
ト
な
ど
を
使
い
、
ス
ト
ー
ブ
内

の
灯
油
も
十
分
に
抜
き
取
っ
て
か
ら

出
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
直
接
ク
リ

  
事
故
防
止
に

　
　
　
  
ご
協
力
を

ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
む
場
合
も

同
様
に
し
て
持
ち
込
む
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

②
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
ボ
ン
ベ

　

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ

は
引
火
性
が
強
く
、
ガ
ス
が
出
や
す

い
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ガ
ス
は

音
が
し
な
く
な
る
ま
で
完
全
に
つ
か

い
き
り
、
最
後
に
も
う
一
度
確
認
し

て
か
ら
出
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
取

扱
い
説
明
書
を
良
く
読
み
、
火
の
気

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
行
っ
て
下

さ
い
。

③
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
や
詰
替
用
の
ボ
ン

　

ベ

　

ガ
ス
ボ
ン
ベ
と
同
じ
で
す
。
ガ
ス

は
完
全
に
使
い
切
り
、
確
認
し
て
か

ら
燃
え
な
い
ご
み
で
出
し
て
下
さ
い
。

他
に
事
故
原
因
に
つ
な
が
り
や
す
い

も
の
の
例

※
特
に
花
火
や
ヘ
ア
ー
ス
プ
レ
ー
缶

な
ど
は
火
災
の
原
因
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
水
に
浸

し
た
り
、
完
全
に
使
い
切
っ
て
ガ
ス

を
抜
い
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
鋭
利
な
も
の
は
新
聞
紙
な
ど

で
簡
単
に
包
み
「
キ
ケ
ン
」
と
明
示

�
�

�
�
�
�
�

し
て
見
え
る
よ
う
に
袋
に
入
れ
て
出

し
て
下
さ
い
。

包丁や
ナイフ

割れた
ガラス

カッター
裁縫針
な　ど

スプレー缶花　火
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ゆうふるtanaka が平成１１年７月のオープン以来入館者150万人達成

　１月３０日、市役所において農業委員会表彰の表彰式が行われ、１個人２団体
が表彰されました。表彰されたのは荻原吉衛さん（加沢）、南部農業研究会
（掛川久善代表）、海善寺アスパラ生産組合（熊谷昭代表）。荻原さんは８２歳
の今も現役で農業に従事し、見本となる農業経営を行って地域リーダーとして
活躍してきたこと、南部農業研究会は長期にわたり特産物の栽培研究や後継者
育成に貢献して地域農業を活性化させていること、海善寺アスパラ生産組合は
昭和３０年代からアスパラを新規農作物として生産し、品質や生産性の向上に尽
力したこと―による功績で今回の表彰となりました。表彰された皆さんは、農
業委員会の馬場崇会長から表彰状と記念品を受け取ると、それぞれに感想を述
べ、明日の農業をさらに発展させる意気込みを語っていました。

農業の功労者１個人２団体に表彰
農業委員会表彰　表彰式

　１月29日、田中駅前にある「ゆうふるtanaka」の入館
者数が150万人となり、祝賀イベントが行われました。
　150万人目の来館者となったのは 金  子  景  子 さん（坂城町、

かね こ けい こ

写真中央）。金子さんは来館者や施設のスタッフの大きな
拍手に迎えられ、信州東御市振興公社の土屋哲男社長（市
長）ら関係者がともにくす玉を割って祝いました。そして
「実家がこちらなので東御市によく来ます。今日も田中の
友人とここに来ました。ゆうふるは交通の便もよくお風呂
も好きです。」と話していました。金子さんと前後の来館
者には記念品が贈られ、館内ではおしるこが振舞われまし
た。ゆうふるtanakaはこれからも市の活性化や市民の健康
増進に対する役割が一層期待されます。

　１月２９日、サンテラスホールで「東御市消防団音楽隊第一回演奏会」が行わ
れました。オープニングは本部ラッパ隊との合同演奏で躍動感あふれるファン
ファーレを演奏し、二部構成で行進曲からアニメ、懐かしいメロディー、ポッ
プスまで１３曲を披露。子どもたちからも大きな声援が送られていました。曲目
の合間には、音楽隊長の柳沢秀昭さんが人気ドラマの主人公にふんして登場す
るなど、凝った演出で観客をひきつけました。アンコールに応えて「～ハート
つないで～TOMI,to me!」が最後に演奏されると会場の盛り上がりは最高潮。
演奏を終えた柳沢隊長は「大勢の方に来ていただき１２０点の演奏ができました。
昨年９月ころから練習を始め、隊員もよくがんばってくれました。演奏を通し
て消防について興味を抱いてもらえたらうれしいです。」と話していました。

迫力のステージ
消防団音楽隊第一回演奏会

　２月１・３日、北御牧小学校の３年生が豆腐作り体験学習をしました。児童
たちは「北御牧味の研究会」のメンバーの説明を受けたあとさっそく豆腐作り
を開始。豆は児童たちが「みまきの時間」と呼ばれる総合学習の時間に手入れ
をして栽培したもので、自分たちで育てた材料でおいしい豆腐をつくろうと真
剣な表情。自分たちで育てた豆が豆腐に変わっていくことに、児童たちはとき
おり歓声をあげながら手際よく作っていました。真っ白な豆腐ができあがると
全員で試食し、「お豆の味がよくするね」「班によっておいしさが違っておも
しろいね」など感想を話していました。味の研究会の井出容子さんは「１００点
の出来ばえだったと思います。毎年この体験学習をしていますが、地元の味を
小学生にずっと伝えていかれるといいですね。」と話していました。

地域の味を伝えて
北御牧小で豆腐作り体験学習

▲左から荻原さん、南部農業研究会の掛川さ
ん、海善寺アスパラ生産組合の熊谷さん
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とうみ

児童を中心に地域ぐるみの活動
滋野小学校児童会が道の駅雷電くるみの里に車椅子を寄贈

　２月１０日、滋野小学校児童会の皆さんから道の駅雷電くるみの里へ車椅子が寄贈さ
れ、同小体育館で全校児童と道の駅関係者が出席して贈呈式が行われました。児童会
長の小川原達也さんとボランティア委員会の岩下美咲さん、佐藤歩実さんが道の駅駅
長の唐沢光章さんに車椅子を引き渡し、唐沢さんは「来客者のなかには障害者や高齢
者の方もいます。大いに活用させていただきたいです。」とあいさつしました。この
車椅子は、２年間に渡ってボランティア委員会を中心に集めた空き缶のプルタブを換
金して購入したもの。年２回の資源回収時や児童の各家庭で集めたプルタブの重さは
約１２０㎏ となりました。以前、児童の車椅子配備のため始まったプルタブ集めに道の
駅が協力し、それが縁となってこの活動が続いていた同小から贈呈されました。ボラ
ンティア委員長の岩下美咲さんは「道の駅でぜひ役立ててほしいとみんなでがんばっ
て集めました。」と話していました。この贈呈に対して、力士雷電の手形の版画が
入った額が道の駅側から小学校側に手渡され、児童たちは「大きい手だね」と驚いた
様子。小学校の児童を中心に地域ぐるみの活動が進められ、福祉の向上に寄与してい
ます。

　１月24日、東御市青少年環境浄化研究委員会の主催による青少年環境
浄化講演会が中央公民館で行われ、中央大学法学部教授・犯罪学博士であ
る藤本哲也さんの「青少年と有害環境」の講演を聞こうと約１３０名が参加
しました。藤本さんは、「高度情報化社会における情報過多の時代にあっ
て、必要な情報の読み取り、選択、発信をすることが学校のみならず社会
全体に必要となってきている。生半可な行動では有害図書類の自動販売機
撤去はできず、住民運動をする上で、子どもたちへの思いやりの強さを地
域から盛り上げ、市民がどう考えどう行動するかが大切だ。」と話しました。
また、参加した市民からは「有害図書類やインターネット等の規制につい
て、国での法律による規制はできないか」との質問があり、藤本さんは
「企業活動から考えると困難であり、県や市町村の条例等による規制か業
者の自主規制に委ねることしかない」と答えていました。

で
き
ご
と
短
信

２
・
４
▼
ふ
る
さ
と
・
と
う
み
写
真
展

「
光
と
影
」（
〜
２
・　

日
２６

梅
野
記
念
絵
画
館
）

２
・　

▼
生
涯
学
習
高
齢
者
大
学
に
お

１４

い
て
市
長
が
講
師
と
な
り
市

政
に
つ
い
て
説
明
。
積
極
的

な
質
疑
応
答
が
さ
れ
る

　
　
　
　

（
約　

名
参
加
）

４０

２
・　

▼
環
境
市
民
会
議

１５

２
・　

▼
ふ
れ
あ
い
市
長
室

１６

２
・　

▼
北
御
牧
公
民
館
冬
季
ス
ポ
ー

１９

ツ
大
会
（　

分
館
、
約
３
５

２０

０
名
が
参
加
）

優
勝
チ
ー
ム
・
選
手　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
…
南
部　

綱
引
き
…
〔
男
子
〕
畔

田
〔
女
子
〕
南
部　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
…

上
八
重
原　

卓
球
団
体
…
八
反
田　

卓

球
個
人
…
〔
小
学
生
〕
小
林
真
二
（
畔

田
）〔
中
学
生
〕
甘
利
達
郎
（
布
下
）

〔
一
般
男
子
〕
大
塚
文
孝
（
八
反
田
）

〔
一
般
女
子
〕
直
井
由
紀
子
（
大
日
向
）

健全育成を目指して
青少年環境浄化講演会

子どもたちの安全を守る
「田中小見守り隊」が発足

　２月８日、田中小学校で「田中小見守り隊」発足の会が
行われました。この見守り隊は、子どもが巻き込まれる事
件が相次いでいることを受けて、田中小学校ＰＴＡや田中
地区の各団体が発足させたもので、この日は団体の代表者
など約２０名が出席しました。出席者は小学校の安全対策や
田中地区の危険箇所について情報や意見を積極的に交換。
この隊はあいさつ運動や声かけ運動、下校時間帯に合わせ
た散歩などで児童の安全を見守り、今後も会合を開いて情
報共有をしていくことにしています。

▲

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
激
し
い

　

競
り
合
い
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平成 18年
２月１日発行

▼
２
月
は
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
９
８
年
の

長
野
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
思

い
出
し
な
が
ら
観
戦
し
た
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
▼
長
野
五

輪
で
は
競
技
以
外
で
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
一
校
一
国
運
動
な
ど
、

一
般
市
民
に
よ
る
多
く
の
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
五
輪
会
場
を

舞
台
と
し
て
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
（
Ｓ
Ｏ
）
が
行
わ
れ
、
知

的
障
害
者
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り

ま
し
た
▼
昨
年
２
月
に
市
内
を
巡
っ

た
Ｓ
Ｏ
国
際
法
執
行
者
ト
ー
チ
ラ
ン

の
際
、
外
国
か
ら
の
皆
さ
ん
が
、
笑

顔
や
身
振
り
、
声
な
ど
体
い
っ
ぱ
い

で
喜
び
を
表
現
し
て
い
て
、
控
え
め

に
見
え
た
私
た
ち
と
は
対
照
的
だ
っ

た
こ
と
が
印
象
に
あ
り
ま
す
。
ど
ち

ら
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
一
生
の
う
ち
に
そ
う
は
な

い
こ
の
時
を
素
直
に
喜
ぶ
心
意
気
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
▼
ト
リ
ノ
で
は

日
本
勢
が
苦
戦
。
五
輪
自
体
、
政
治

や
経
済
に
動
か
さ
れ
た
歴
史
か
ら
批

判
も
あ
り
ま
す
。
確
か
に
五
輪
が
平

和
の
象
徴
で
も
そ
れ
で
問
題
は
解
決

し
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

こ
の
一
瞬
に
全
て
を
極
め
よ
う
と
す

る
選
手
の
美
し
い
姿
は
成
績
に
関
係

な
く
皆
を
感
動
さ
せ
ま
す
▼
市
内
の

大
会
で
も
子
ど
も
た
ち
が
懸
命
の
応

援
を
し
ま
す
。
彼
ら
の
よ
う
に
、
混

沌
と
し
た
世
の
中
で
も
美
し
い
も
の

は
美
し
い
、
う
れ
し
い
も
の
は
う
れ

し
い
と
素
直
に
表
現
で
き
る
心
が
現

代
人
に
共
通
す
る
限
り
、
世
界
は
一

体
感
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
ー
ナ
ガ

ノ
や
Ｓ
Ｏ
を
思
い
出
し
つ
つ
ト
リ
ノ

に
思
い
を
馳
せ
た
２
月
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当
久
保
）

編
集
後
記

●梅野記念絵画館・ふれあい館　●℡61－6161　●開館時間：火～日曜日9:30～17:00

世帯数
11,191世帯（＋５）

総人口
32,212人（＋１９）
男 15,814人 （＋２）
女 16,398人 （＋１７）

（２月１日現在）

人の動き

転入112人（＋１４）
転出  81人（＋８）
出生  18人（－１）
死亡  30人（＋１）
 ※カッコは１月対比

　

私
の　

代
後
半
は
、
東
京
勤
務
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
で
、
休
日
に
は

３０

美
術
探
訪
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
確
か
昭
和　

（
１
９
６
２
）
年

３７

頃
の
こ
と
で
し
た
。
新
宿
駅
添
い
の
小
さ
な
古
本
屋
で
一
冊
の
画
集
を
求

め
ま
し
た
。
ぱ
ら
ぱ
ら
と
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
く
う
ち
に
、
私
は
か
つ

て
な
い
興
奮
に
駆
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
茨
城
県
郷
土
文
化
顕
彰
会
編

「
林
十
江
」
と
い
う
画
集
で
し
た
。

　

「
と
ん
ぼ
」「
木
葉
天
狗
」「
諾
妾
蛇
賛
」「
烏
天
狗
」「
ひ
ょ
う
た
ん
な
ま

ず
」「
猛
虎
図
」「
虎
図
」
等
の
奇
抜
さ
斬
新
さ
の
中
に
匂
い
出
る
北
斎
を

も
し
の
ぐ
と
思
え
る
天
分
の
冴
え
、
二
百
年
も
前
に
し
か
る
絵
を
描
い
た

人
が
い
よ
う
と
は
…

　

こ
の
絵
の
虜
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
私
は
、
都
内
の
古
美
術
商
や
骨
董
屋

を
く
ま
な
く
訪
ね
歩
き
ま
し
た
が
、
そ
の
名
を
知
っ
て
い
る
人
に
さ
え
一

人
も
出
会
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
知
人
で
古
美
術
商
に
顔

の
広
い
F
氏
に
、
水
戸
の
業
者
に
林
十
江
の
絵
を
探
さ
せ
て
く
れ
な
い
か

と
頼
み
、
や
っ
と
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
た
の
が
こ
の
「
鶴
」
で
し
た
。

何
と
こ
の
絵
は
私
が
求
め
た
画
集
に
山
上
鎮
夫
氏
所
蔵
と
し
て
掲
載
さ
れ

て
い
る
作
品
だ
っ
た
の
で
す
。

　

私
が
こ
の
絵
を
手
に
入
れ
て
か
ら　

年
以
上
経
っ
た
昭
和　

（
１
９
８

２５

６３

８
）
年
４
月
、
板
橋
区
立
美
術
館
で
林
十
江
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

そ
の　
23

『
鶴
』　
　
　

林　

十
江

「鶴」林　十江　墨、紙
92.4㎝×28.5㎝

れ
は
林
十
江
没
後
、
実
に
１
７
５
年
振
り
の
顕
彰
展
で
、
わ
ず
か　

点
余

５０

の
展
示
で
し
た
が
、
近
世
日
本
美
術
史
に
林
十
江
の
存
在
を
示
す
大
き
な

反
響
を
与
え
た
展
覧
会
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
こ
で
お
も
し
ろ
い
逸
話
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
平
成　

年
、
私
は
梅

１０

野
記
念
絵
画
館
図
録
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
「
鶴
」
を
私
の
想
い

出
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
図
録
に
収
め
ま
し
た
。
そ
の
後
の
あ

る
日
、
森
田
一
義
氏
（
芸
能
人
の
タ
モ
リ
さ
ん
）
が
当
館
に
突
然
お
見
え

に
な
っ
た
の
で
す
。
び
っ
く
り
し
て
森
田
さ
ん
に
お
聞
き
す
る
と
、「
林

十
江
『
鶴
』
が
最
近
水
墨
画
の
雑
誌
に
出
て
い
て
、
美
術
史
家
山
下
裕
二

氏
の
解
説
に
『
こ
ん
な
小
さ
な
村
の
美
術
館
に
林
十
江
の
素
晴
ら
し
い
絵

が
あ
ろ
う
と
は
』
と
書
か
れ
て
い
た
の
で
見
に
来
た
の
だ
」
と
言
わ
れ
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
森
田
さ
ん
は
１
時
間
ほ
ど
タ
ク
シ
ー
を
待
た
せ
、

「
鶴
」
の
み
を
見
て
帰
ら
れ
た
の
で
す
。

　

近
来
、
林
十
江
の
評
価
は
と
み
に
高
く
な
り
、
特
に
東
京
国
立
博
物
館

に
収
蔵
さ
れ
た
「
双
鰻
図
」
は
日
本
の
名
画
と
し
て
世
界
中
の
美
術
識
者

に
よ
り
賞
賛
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

作
品
が
わ
ず
か
し
か
残
っ
て
い
な
い
天
才
文
人
画
家
の
佳
品
を
�
絵
の

魅
力
だ
け
�
で
買
い
求
め
た
私
の
過
去
の
想
い
出
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文　

梅
野
隆
館
長
）

★市報とうみお知らせ版の無料招待券をご利用頂き、ぜひお出でください。お待ちしています。

プロフィール

　 林 
はやし

　 十  江 
じっ こう

　１７７７年、水戸の商家に生まれる。幼

にして画才抜群の名をほしいままにし

た。奔放かつ大胆な構図で描く独自の

作風が特徴。１８１３年、結核により３７歳

で没した。

ECO1J0299

東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

（
注
１
）

（
注
１
）
山
上
鎮
夫
（
１
８
９
７
〜
１
９
９
７
）
東
京
都
生
ま
れ
、
医
学
博
士
。
水
戸
市
の
病
院
に
勤
務
後
、
同
市
に
眼
科
を
開
業
。

　
　
　
　

平
凡
社
版
「
太
陽
」
で
近
代
の
古
美
術
蒐
集
家　

人
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

１０１


